
○予算繰越（当該年度の前年度からの繰越額）

単位：百万円

　暴力団の不当要求等介入事例実態調査を全国4,700の業者を対象に実施、調査結果を環境省ホームページに掲載
するとともに、「暴力団の不当要求等介入事例集」160部を作成して、全国産業廃棄物連合会、都道府県産業廃棄物協
会及び産業廃棄物業者に送付し、指針の普及啓発、事例の効果的活用を促進した。
　産業廃棄物の処理業者及び行政担当者を対象に、指針の普及啓発及び現場対応能力の向上を図るため、民事暴力
対策担当弁護士及び警察庁暴力団排除対策官による講演会を２回開催（東京、大阪）。参加者171人に「暴力団等反
社会的勢力からの不当介入事例集」を配布。

平成２０年度

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

　産業廃棄物処理業界への暴力団等反社会的勢力からの不当要求等の実態調査及び事例集の作成。
　産業廃棄物処理業者及び産業廃棄物行政担当者等を対象に、暴力団等反社会的勢力からの不当介入といった民事
介入暴力の実態とその撃退のための対策について習熟し、現場対応能力の向上を図るため、民事介入暴力対策を専
門としている弁護士及び暴力団対策を専門としている警察官による講習会及び研修会を開催する。

　犯罪対策閣僚会議で了承された「企業指針」の普及啓発を行ってきたが、産業廃棄物処理業者への暴力団等の不当
介入は未だに見られることから、産業廃棄物処理業界に介入する暴力団等反社会的勢力を徹底的に排除し、その資
金源を絶つとともに、健全かつクリーンな産業廃棄物処理業界の構築を目指すことを目的とする。

廃棄物・リサイクル対策部

一般会計

担当部局庁

廃棄物・リサイクル対策の推進

執行率 44% 26%
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事業番号 １３８

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(環境省)

予算事業名 作成責任者
事業開始
年度

産業廃棄物処理業からの
暴力団排除対策事業費

支出先・
使途の把
握水準・
状況

見直しの
余地

　その他

　(平成２２年度より、産業廃棄物処理業優良化推進事業と統合済み。)
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　犯罪対策閣僚会議で了承された「企業指針」については、同会議のもと設置された暴力団取締り等総合対策ワーキ
ングチームにおける平成２２年度のテーマが「企業活動からの暴力団排除」であるなど、「企業指針」のさらなる普及啓
発が求められている。平成２０年度に産業廃棄物課で実施した産廃業者対象の実態調査において、回答者（約1,800
件）の半数は企業指針の認識がなく、８割近くが暴力団等への対策をしていないこと、一方で、不当要求を受けた業者
は回答者の２割に及ぶなど、産廃処理業からの暴力団排除に向け、「企業指針」の一層の普及啓発を図る必要がある
ことから、引き続一般競争入札を行うとともに、重点的・効果的な予算の執行・業務の実施を図る。
（本事業は平成２２年度から重点的・効果的な予算の執行・業務の実施を図る観点から、予算の組み替えを行い実施し
ている。）

実施状況

予算の状況
（単位:百万円）

05

19年度 20年度 21年度

執行額

予算額(補正後） 6

22年度 23年度要求

総事業費(執行ベース)

関係する計
画、通知等

廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和45
年法律第137号）第14条第5項（産業廃棄物処
理業）等

企業が反社会的勢力による被害を防止するための指針
（平成19年6月19日犯罪対策閣僚会議幹事会申合せ）

会計区分

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

担当課室 産業廃棄物課

上位政策

産業廃棄物課長
坂川　勉

0 0 0

0

2 2

平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度

　請負業者と電話や電子メールなどで連絡を密に取り、事業が適正に実施されるよう努めた。



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する)
(単位:百万円)

環境省

２百万円

Ａ．（株）オーエムシー

２百万円

【一般競争入札】

本事業が滞りなく確実かつ効果的に実施され、実

効があがるよう請負者を管理・監督

①産業廃棄物の処理業者及び行政担当者を対象と

した暴力団排除対策に係る講演会を開催

②「暴力団等反社会的勢力からの不当介入事例集」

を作成



費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目

A.（株）オーエムシー E.

使　途
金　額
(百万円）

雑役務費 講演会開催業務など 2

計

費　目 使　途
金　額
(百万円）

0計 2

B. F.

費　目 使　途
金　額
(百万円）

0

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

計 0 計

C. G.

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

金　額
(百万円）

費　目

0

D. H.

計 0 計

使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途

0計 0 計


